
は
じ
め
に

声
明
譜
は
詞
章
、
節
博
士
、
記
号
な
ど
、
様
々
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
従
来
か
ら
国
語
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
要

素
が
言
語
的
な
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
点
に
関
心
が
示
さ
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
復
元
や
音
価
の
再
構
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

筆
者
は
こ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
短
音
記
号
「
火
」
の
実
態
を
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
（
浅
田
、
一
九
九
九
）。
し
か
し
な
が

ら
先
稿
で
は
、字
音
直
読
の
声
明
譜
を
中
心
に
検
討
し
た
た
め
、日
本
語
で
唱
え
ら
れ
る
譜
に
お
け
る
短
音
記
号
や
長
音
記
号
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
講
式
の
譜
本
を
中
心
に
、
他
の
日
本
語
声
明
（
教
化
、
讃
嘆
な
ど
）
に
も
若
干
目
を
配

り
な
が
ら
、
そ
こ
に
現
れ
る
長
短
記
号
を
観
察
し
、
譜
本
に
お
け
る
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
譜
本
を
構
成
す
る
長
短
記
号

が
、
言
語
的
な
特
徴
を
反
映
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
改
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。

一

長
短
記
号
の
変
遷

声
明
は
そ
の
詞
章
の
種
類
に
よ
っ
て
、
梵
語
の
も
の
、
中
国
語
の
も
の
、
日
本
語
の
も
の
の
３
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ（
１
）
る
。
岩
原
（
一
九

九
七
）
で
は
日
本
語
で
唱
え
る
声
明
を
さ
ら
に
「
読
む
声
明
」
と
「
語
る
声
明
」
と
に
分
け（
２
）
る
。
ま
ず
こ
の
う
ち
、
日
本
語
の
声
明
で
あ
る

表
白
、
祭
文
、
講
式
、
和
讃
な
ど
を
広
く
見
渡
し
、
長
短
記
号
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
譜
本
で
ど
の
よ
う
な
語
種
に
対
し
て
付
さ
れ
て
き
た

の
か
と
い
う
点
を
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
見
て
い
く
。

近
年
講
式
譜
本
の
大
規
模
な
公
開
が
な
さ
れ
、
多
く
の
資
料
か
ら
用
例
を
収
集
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
管
見
に
入
っ

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号

浅

田

健

太

朗

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号

一



た
日
本
語
で
唱
え
る
声
明
の
譜
本
を
対
象
と（
３
）
し
、
短
音
記
号
（「
火
」「
短
」「
消
」）、
長

音
記
号
（「
引
」「
延
」「
持
」「（
４
）
長
」）
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
（
節
博
士
を
含
ま
な
い
、

詞
章
の
み
の
講
式
等
は
調
査
対
象
と
し
な
い
）。
以
後
、
資
料
名
に
は
適
宜
略
称
を
用

い
る
が
、
略
称
の
一
字
目
に
所
蔵
も
し
く
は
版
行
の
年
号
か
ら
一
字
を
、
二
字
目
に
書

名
か
ら
一
字
（『
高
野
山
講
式
集
』
の
場
合
は
部
立
て
と
番
号
）
を
配
す
る
。
詳
し
く

は
巻
末
に
掲
げ
た
調
査
資
料
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

調
査
資
料
１５２
点
の
う
ち
、
何
ら
か
の
長
短
記
号
が
観
察
さ
れ
た
も
の
は
７１
点
で
あ
っ

た
。
長
短
記
号
が
見
ら
れ
た
資
料
の
み
リ
ス
ト
に
し
、
本
稿
の
末
尾
に
調
査
資
料
と
し

て
示
す
。
今
、
そ
れ
ら
の
記
号
を
時
代
別
に
集
計
す
る
と
、
表
１
の
通
り
と
な
る
。

ま
ず
短
音
記
号
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。

【
鎌
倉
時
代
】

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
日
本
語
で
唱
え
る
声
明
へ
の
施
譜
は
字
音
直
読
の
声
明
や
梵

語
声
明
に
比
し
て
少
な
く
、
天
台
宗
系
統
の
譜
本
で
は
舎
利
讃
嘆
、
百
石
讃
な
ど
に
、

真
言
宗
系
統
の
譜
本
で
は
祭
文
に
節
博
士
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
に
留
ま
る
。
こ
れ
ら

は
後
に
隆
盛
す
る
講
式
譜
と
は
異
な
り
、
本
行
の
一
字
ご
と
に
一
本
の
節
博
士
を
用
い
て
そ
の
音
程
を
示
す
と
い
う
方
式
を
採
っ
て
い
る
。

こ
の
方
式
は
字
音
直
読
の
声
明
の
譜
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
が
日
本
語
で
唱
え
る
声
明
の
譜
に
適
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
講
式
以
外
の
譜
本
に
見
ら
れ
る
記
号
に
つ
い
て
は
、
以
後
別
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。

短
音
系
の
記
号
は
、
室
町
時
代
ま
で
は
「
火
」
の
み
見
ら
れ
、
他
の
記
号
は
見
当
た
ら
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
「
火
」
は
天
台
宗
の
讃
嘆
の

譜
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
節
博
士
と
同
様
、
こ
れ
も
字
音
直
読
の
声
明
で
使
用
さ
れ
る
記
譜
法
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
以
下
に
例
を
挙
げ
る
（
長
短
記
号
が
付
さ
れ
る
部
分
に
傍
線
を
施
す
）。

表１ 時代別長短記号の頻度

時代
記号種類

鎌倉
時代

南北朝
時代

室町
時代

江戸
時代

計

火 ３２ ２３ ６１ ３５７ ４７２

短 ０ ０ ０ １７９ １７９

消 ０ ０ ０ ５ ５

短音記号 計 ３２ ２３ ６１ ５４１ ６５６

引 ０ ４ ２ ３４ ４０

延 ０ ０ １ １８ １９

持 ０ ０ ８ ２８０ ２８８

長 ０ ０ ０ ５１ ５２

長音記号 計 ０ ０ ９ ３４９ ３５９

二



ト
ヲ
キ
モ
、
ヲ
カ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
、
昔
ニ
モ
〔
金
集
・
舎
利
讃
嘆
〕

水
ク
ミ
〔
前
類
・
法
華
讃
嘆
〕、
オ
カ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
、
ハ
ナ
ル
ヽ
ヤ
〔
前
類
・
舎
利
讃
嘆
〕

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
は
全
て
、
該
当
す
る
音
節
に
付
さ
れ
た
節
博
士
の
一
部
に
対
し
て「
火
」

が
施
さ
れ
て
い
る
（
図
１
参
照
。
該
当
す
る
長
短
記
号
を
矢
印
に
て
示
す
）。

ま
た
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
「
火
」
は
、
し
ば
し
ば
同
じ
旋
律
を
示
す
節
博
士
の
同
一
部
分
に

付
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
図
１
右
の
「
ト
ヲ
キ
モ
」
の
節
博
士
の
「
九
」（
音
階
名
）
の
右
脇
に
付

さ
れ
て
い
る
「
火
」
は
、
図
１
左
の
「
ヲ
カ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
に
見
ら
れ
る
同
じ
形
の
節
博
士
で

も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
旋
律
型
の
同
じ
部
分
に
「
火
」
が
付
さ
れ
る
の
は
、
節

博
士
の
み
で
表
現
し
き
れ
な
い
旋
律
の
詳
細
な
姿
を
「
火
」
に
よ
っ
て
描
写
し
よ
う
と
し
た
た
め

だ
と
解
釈
で
き
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
場
合
で
は
、
旋
律
の
正
確
な
描
写
を
目
的
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
火
」
が
付
さ
れ
た
意
図
と
し
て
言
語
上
・
音
声
上
の
条
件
は
無
関
係
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
純
粋
に
音
楽
的
な
要
請
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

【
南
北
朝
時
代
】

南
北
朝
時
代
に
な
る
と
、
天
台
宗
で
は
教
化
に
お
い
て
、
節
博
士
で
は
な
く
本
行
の
字
に
直
接
付
さ
れ
る
も
の
が
出
て
く
る
。

サ
火

リ
ケ
火

レ
、
キ
ク
火

ノ
、
コ
ソ
火

ア
リ
ケ
火

レ
、
ケ
火

カ
サ
火

レ
ス
火

シ
火

テ
〔
勝
集
・
教
化
〕

こ
れ
ら
の
教
化
に
お
け
る
「
火
」
に
つ
い
て
は
、
本
行
の
字
と
字
の
間
に
付
さ
れ
、
節
博
士
で
は
な
く
仮
名
に
直
接
付
さ
れ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
り
、
恐
ら
く
二
字
の
間
を
早
く
移
る
と
い
う
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ（
５
）
る
。
天
台
宗
に
お
い
て
は
、
片
仮
名
交
じ
り
文
に

よ
る
譜
本
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
和
語
を
中
心
的
に
付
さ
れ
て
い
る
。

図
１

金
沢
文
庫
蔵
聖
宣
本
声
明
集（『
金

沢
文
庫
資
料
全
書

第
八
巻
』よ
り
転
載
）

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号

三



一
方
真
言
宗
で
は
、
表
白
に
使
用
さ
れ
た
節
博
士
に
「
火
」
を
付
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
前
代
の
天
台
宗
に
お
け
る
も
の
と

同
様
に
、
字
音
で
唱
え
る
声
明
の
記
譜
法
を
踏
襲
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
片
仮
名
交
じ
り
文
で
な
く
、
漢
文
を
基
調
と
す
る
譜
本
（
訓

点
を
施
し
た
漢
文
に
節
博
士
を
付
け
た
も
の
。
一
部
片
仮
名
交
じ
り
）
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
和
語
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
が
、
漢
語
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

金
剛
、
曼
荼
羅
、
境
界
、
傳
テ
〔
随
理
・
表
白
〕

さ
ら
に
真
言
宗
で
は
こ
れ
ら
の
他
に
、
講
式
の
譜
本
に
も
短
音
記
号
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
早
い
も
の
は
、
上
野
学
園
日
本
音

楽
史
研
究
所
蔵
『
涅
槃
講
式
』
と
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
『
大
慈
院
本
涅
槃
講
式
』（
図
２
）
に
見
え

る
「
火
」
で
あ
る
。
次
に
例
を
示
す
。

沙
羅
（
節
博
士
に
火
）〔
東
大
〕、
不
可
説
々
々
々
〔
上
涅
〕（「
々
」
字
左
傍
に
「
火
」）

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
講
式
の
冒
頭
の
部
分
で
あ
り
、
金
田
一
（
一
九
六
四
）

の
言
う
「
Ａ
様
式
」
の
記
譜
法
を
取
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
Ａ
様
式
」
と
は
、
本
行
の
式
文
の
漢

字
一
字
に
対
し
て
一
本
の
墨
譜
を
充
当
さ
せ
る
や
り
方
（
以
下
非
分
割
式
）
で
あ
り
、
漢
字
の
読
み
を

モ
ー
ラ
ご
と
に
区
切
り
、
各
モ
ー
ラ
に
一
本
の
節
博
士
を
充
て
る
「
Ｂ
様
式
」（
以
下
モ
ー
ラ
分
割
式
、

図
３
・
４
を
参
照
）
に
対
す
る
節
博
士
使
用
の
方
法
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
例
は
漢
語
で
あ
り
、
字
音
声
明
で
行
わ
れ
て
き
た
非
分
割
式
を
踏
襲

し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
先
程
紹
介
し
た
表
白
と
同
じ
で
あ
る
。
先
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
な
、

字
音
声
明
譜
に
お
け
る
「
火
」
の
使
用
を
、
講
式
の
漢
語
部
分
に
援
用
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
２

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵

『
大
慈
院
本
涅
槃
講
式
』（
東
京
大
学

国
語
研
究
室
資
料
叢
書
（
１５
）
古
訓

點
資
料
集
（
一
）
よ
り
転
載
）

四



よ
っ
て
真
言
宗
に
お
い
て
は
、
天
台
宗
と
は
異
な
り
、
漢
文
の
中
で
漢
語
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

【
室
町
時
代
以
後
】

室
町
時
代
以
後
、
天
台
宗
の
譜
本
は
前
代
ま
で
と
同
様
の
様
相
を
維
持
す
る
が
、
一
方
で
真
言
宗
の
講
式
譜
本
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
記
譜
法
と
し
て
は
、
漢
語
に
声
点
あ
る
い
は
非
分
割
式
の
節
博
士
を
用
い
、
和
語
に
非
分
割
式
と
モ
ー
ラ
分
割
式
を
併
用
す
る

方
式
が
一
般
化
す
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
漢
語
も
和
語
も
全
て
モ
ー
ラ
分
割
式
で
通
す
譜
本
も
現
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
真
言
宗
講
式
の
記
譜
法
が
整
備
さ
れ
て
い
く
中
で
、
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
「
火
」
は
漢
語
に
付
さ
れ
た
非
分
割
式
の
節
博

士
に
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
に
入
る
と
モ
ー
ラ
分
割
式
の
節
博
士
、
あ
る
い
は
振
仮
名
自
体
に
「
火
」
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
語
種
も
和
語
が
多
く
な
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
入
る
と
、「
短
」
お
よ
び
「
消
」
が
新
し
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

次
に
長
音
記
号
の
概
略
に
も
簡
単
に
触
れ
る
。

【
南
北
朝
時
代
】

長
音
記
号
の
中
で
は
、「
引
」
が
も
っ
と
も
古
い
が
、
短
音
記
号
の
「
火
」
よ
り
遅
れ
て
南
北
朝
時
代
の
譜
本
に
見
ら
れ
る
も
の
が
初
出

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
語
で
唱
え
る
声
明
の
譜
に
お
い
て
は
、
ま
ず
短
音
記
号
が
現
れ
、
そ
の
後
長
音
記
号
が
遅
れ
て
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

真
言
宗
系
統
で
は
、
先
引
の
南
北
朝
時
代
写
の
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
『
涅
槃
講
式
』
に
、「
一
々
」
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
。

漢
語
に
対
し
て
付
さ
れ
た
こ
の
例
で
は
、「
一
」
字
の
左
側
に
「
引
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
天
台
宗
系
統
で
は
、
随
心
院
蔵
『
佛
名
會
法
則
』

（
第
６５
函
４５
号
）、
勝
林
院
蔵
『
聲
明
集
（
二
巻
抄
）』
に
見
ら
れ
る
も
の
が
早
い
。
和
語
に
付
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
漢
語
に
付
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
。

悲
シ
ム
ト
、
漏
タ
ル
コ
ト
ヲ
〔
随
佛
・
廻
向
詞
〕、
菊
キ
ク

〔
勝
集
・
教
化
〕、
一（
入
）
〔
上
涅
〕

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
菊
」
の
例
の
み
が
仮
名
に
付
さ
れ
、
残
り
は
節
博
士
に
付
さ
れ
て
い
る
。

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号
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【
室
町
時
代
以
降
】

室
町
時
代
に
入
る
と
、
真
言
宗
の
講
式
譜
の
隆
盛
の
な
か
で
、「
延
」「
持
」が
新
し
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
で
は「
長
」

が
多
く
使
用
さ
れ
た
。
徐
々
に
記
号
の
種
類
が
増
え
て
い
き
、
江
戸
時
代
に
至
っ
て
四
種
の
記
号
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
延
」
に
つ

い
て
は
、
他
の
記
号
に
比
べ
て
、
漢
語
に
使
用
さ
れ
る
割
合
が
高
い
（
全
１９
例
の
う
ち
１３
例
が
漢（
６
）
語
）
が
、
他
の
三
種
の
記
号
に
つ
い
て
は

機
能
上
の
相
違
は
見
出
せ
な
い
。
以
下
に
室
町
時
代
の
例
を
示
す
（
括
弧
内
は
記
号
の
種
類
）。

可
キ

（
持
）〔
上
弁
〕、
以
降
コ
ノ
カ
タ

（
持
）、
盍
サ
ラ
ン

（
持
）、
楽
ト

（
持
）、
等
ラ

（
持
）〔
高
如
１
〕、
者
ト
イ
ハ

（
引
）、
林
ニ

（
引
）、

敬
テ

（
持
）、
称
ス

（
持
）、
利（
平
）
（
持
）〔
高
四
５２
〕、
長（
平
）
（
延
）〔
高
神
６
〕、

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
多
く
が
和
語
の
句
末
の
部
分
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
音
楽
的
な
装
飾
が
句
末
に
現
れ
や
す
く
、
そ
れ
が
譜
に
反

映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
室
町
時
代
に
入
る
と
真
言
宗
で
は
講
式
譜
本
が
隆
盛
し
て
い
き
、
南
北
朝
時
代
に
は
４
例

中
１
例
の
み
が
講
式
譜
に
お
け
る
使
用
で
あ
っ
た
が
、室
町
時
代
で
は
１１
例
の
全
て
が
講
式
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

講
式
を
中
心
に
句
末
で
多
く
使
用
さ
れ
る
と
い
う
長
音
記
号
の
傾
向
は
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
さ
ら
に
極
端
に
な
っ
て
い
き
、
長
音
記
号

が
句
末
に
現
れ
る
の
は
３８３
例
中
２５８
例
に
の
ぼ
る
。
以
上
、
時
代
ご
と
に
長
短
記
号
を
概
観
し
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

・
短
音
記
号
は
、
天
台
宗
系
統
の
譜
本
で
は
鎌
倉
時
代
か
ら
使
用
例
が
あ
り
、
讃
嘆
な
ど
、
片
仮
名
交
じ
り
文
の
譜
本
に
お
い
て
和
語
を
中

心
に
使
用
さ
れ
る
。
真
言
宗
系
統
の
譜
本
で
は
南
北
朝
時
代
か
ら
使
用
例
が
あ
り
、
漢
文
を
訓
読
す
る
声
明
に
お
い
て
当
初
は
漢
語
か
ら

使
用
さ
れ
始
め
た
が
、
室
町
時
代
以
後
に
和
語
に
波
及
し
て
い
っ
た
。

・
長
音
記
号
は
、
そ
の
歴
史
は
短
音
記
号
よ
り
も
浅
く
、
真
言
宗
系
統
、
天
台
宗
系
統
と
も
南
北
朝
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
。「
延
」
に
つ
い

て
は
漢
語
に
使
用
さ
れ
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
講
式
を
中
心
に
句
末
で
多
く
使
用
さ
れ
る
。

・
同
じ
旋
律
型
で
の
同
じ
位
置
へ
の
施
注
、
句
末
へ
の
集
中
か
ら
、
短
音
記
号
の
場
合
も
長
音
記
号
の
場
合
も
、
音
楽
上
の
要
請
に
よ
っ
て

記
号
が
付
さ
れ
た
例
が
指
摘
で
き
、
音
楽
上
の
要
請
に
よ
っ
て
付
さ
れ
る
場
合
が
基
本
的
用
法
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
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二

短
音
記
号
と
母
音
の
無
声
化
に
関
す
る
先
行
研
究

前
節
に
お
い
て
、
日
本
語
で
唱
え
る
声
明
の
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号
は
、
音
楽
上
の
旋
律
を
細
か
に
指
定
す
る
機
能
を
果
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
短
音
記
号
を
母
音
の
無
声
化
の
反
映
と
し
て
解
釈
し
た
論
が
あ
る
。

金
井
（
一
九
八
三
）
で
は
四
座
講
式
の
版
本
（
寛
永
十
七
年
版
、
明
暦
二
年
版
、
貞
享
三
年
版
、
元
禄
十
二
年
版
、
宝
暦
版
、
大
正
版
）

を
資
料
と
し
て
「
火
」「
ケ
ス
」「
短
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、「
火
」「
ケ
ス
」
が
母
音
の
無
声
化
を
反
映
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。

そ
の
論
証
の
概
要
を
示
す
と
、
ま
ず
無
声
子
音
に
は
さ
ま
れ
た
狭
い
母
音
に
注
記
さ
れ
た
短
音
記
号
を
取
り
出
し
た
う
え
で
、
そ
の
特
徴

と
し
て
（
ａ
）
注
記
さ
れ
た
音
の
次
に
広
い
母
音
の
来
て
い
る
例
が
約
九
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
、（
ｂ
）
無
声
摩
擦
音
が
先
行
し
、
無
声

破
裂
音
が
後
続
す
る
、
そ
の
よ
う
な
母
音
を
含
む
音
に
注
記
さ
れ
た
例
が
約
八
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
を
指
摘
し
た
。
こ
の
二
つ

の
特
徴
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
母
音
の
無
声
化
の
生
じ
や
す
い
条
件
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
長
音
記
号
「
モ
ツ
」
が
母
音
の
無
声

化
の
生
じ
や
す
い
環
境
に
現
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
短
音
記
号
が
母
音
の
無
声
化
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
。

た
だ
し
、
こ
の
研
究
で
は
「
無
声
子
音
に
は
さ
ま
れ
た
狭
い
母
音
に
注
記
さ
れ
た
」
例
の
特
徴
の
記
述
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
れ
が
「
そ

れ
以
外
の
音
に
注
記
さ
れ
た
」
例
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
、
と
い
う
点
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
ど
こ
に
つ
い
た
記
号
で
あ

る
か
が
見
分
け
が
た
い
も
の
、
同
じ
箇
所
に
、
版
本
に
よ
っ
て
長
・
短
相
反
す
る
注
記
の
見
え
る
も
の
、
一
字
一
音
と
対
応
す
る
二
重
の「
に

記
号
が
つ
い
て
い
る
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
調
査
対
象
か
ら
除
い
て
考
察
を
行
な
っ
て
お
り
、
資
料
も
『
四
座
講
式
』
の
少
数
の
刊
本
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
稿
で
は
、「
火
」
が
無
声
化
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
の
蓋
然
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
さ
ら
に
次
の
点
を
確
認
し
た

い
。（

一
）
四
座
講
式
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
多
く
の
講
式
譜
本
で
も
同
じ
特
徴
が
取
り
出
せ
る
か
。

（
二
）
手
続
き
と
し
て
最
初
か
ら
多
く
の
例
を
除
か
な
く
て
も
同
じ
特
徴
が
取
り
出
せ
る
か
。

（
三
）
無
声
子
音
に
挟
ま
れ
た
狭
母
音
と
、
同
じ
環
境
に
置
か
れ
た
非
狭
母
音
を
比
べ
て
み
て
も
同
じ
特
徴
が
取
り
出
せ
る
か
。

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号
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三

長
短
記
号
が
付
さ
れ
る
単
位
に
よ
る
分
類

先
の
調
査
に
よ
っ
て
、
長
短
記
号
が
音
楽
上
の
要
請
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
た
め
、
以
下
で
考
え
る
べ
き
問
題
は
、
音
楽
的
な
条
件
で
付
さ
れ
る
長
短
記
号
の
他
に
、

言
語
的
な
条
件
に
よ
っ
て
付
さ
れ
る
長
短
記
号
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
焦
点
と
な
る
。
そ
こ

で
、
記
号
が
ど
の
よ
う
な
言
語
上
の
単
位
に
対
し
て
付
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
を
行
っ

た
上
で
、
母
音
の
無
声
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。
講
式
譜
本
か
ら
収
集
し
た
長
短
記

号
を
、
次
の
Ａ
か
ら
Ｅ
に
分
類
す
る
。

Ａ
旋
律
の
一
部
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

先
程
図
１
お
よ
び
図
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
節
博
士
の
一
部
や
音
階
名
に
対
し
て
付
さ
れ
て
い
る
場

合
、
そ
れ
は
旋
律
の
一
部
分
の
長
短
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
節
博
士
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
特
定

の
音
階
は
、
節
博
士
の
長
さ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
長
短
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
詳

細
な
長
短
の
指
定
を
行
う
場
合
は
長
短
記
号
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
分
類
す
る
も
の
は
、
基
本
的
に
一
つ
の
節
博
士
が
長
く
、
記
号
の
位
置
に
意
味
が
あ
る
と
判

断
で
き
る
非
分
割
式
の
節
博
士
に
付
さ
れ
る
場
合
で
、
こ
れ
ら
は
節
博
士
の
一
部
分
へ
の
注
と
考
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
図
３
の
よ
う
に
、
節
博
士
が
短
く
、
記
号
の
位
置
に
意
味
が
あ
る
と
判
断
で
き
な

い
モ
ー
ラ
分
割
式
の
節
博
士
に
付
さ
れ
る
場
合
は
、
節
博
士
全
体
へ
の
記
号
と
考
え
、
後
述
す
る
言
語

単
位
に
対
し
て
付
さ
れ
た
記
号
と
す
る
。
講
式
で
は
長
い
節
博
士
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
い
た
め
、
ほ

と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
。

Ｂ
軽
音
節
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

図
３

軽
音
節
・
節
博
士
〔
宝
四
〕

図
４

軽
音
節
・
仮
名
〔
宝
四
〕

図
５

軽
音
節
・
漢
字
〔
宝
四
〕
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長
短
記
号
の
指
示
対
象
が
、
軽
音
節
（
１
音
節
が
１
モ
ー
ラ
に
あ
た
る
よ
う
な
音
節
）
で
あ
る
場
合
、
こ
こ
に
分
類
す
る
。
譜
本
上
の
ど

の
よ
う
な
要
素
に
対
し
て
付
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
節
博
士
に
対
し
て
付
さ
れ
る
も
の
（
図
３
）
と
、
仮
名
に
対
し
て
付
さ
れ
る
も
の
（
図

４
）、
漢
字
に
対
し
て
付
さ
れ
る
も
の
（
図
５
）
が
あ
る
。

譜
本
上
の
要
素
と
し
て
、
節
博
士
、
仮
名
、
漢
字
の
い
ず
れ
を
対
象
と
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
も
、
言
語
単
位
と
し
て
は
軽
音
節
に
対
応

し
て
い
る
と
見
る
。
こ
れ
ら
は
後
に
母
音
の
無
声
化
を
考
え
る
と
き
、
詳
し
く
論
じ
る
。

Ｃ
重
音
節
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

同
様
に
、
重
音
節
（
２
モ
ー
ラ
で
１
音
節
を
構
成
す
る
音
節
）
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号
に
も
節
博
士
、
仮
名
、
漢
字
に
付
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
重
音
節
と
し
て
認
め
る
も
の
を
和
語
、
漢
語
関
係
な
く
、
２
モ
ー
ラ
目
と
し
て
入
声
音
、
促
音
、
撥
音
、
長
音
、

二
重
母
音
の
第
二
要
素
を
も
つ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
二
重
母
音
に
つ
い
て
は
、ai,

au,
ei,

eu,
iu,

ou,
oi,

ui

と（
７
）
し
、
そ
れ
以

外
は
二
つ
の
軽
音
節
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
処
理
し
た
。
ま
た
、
入
声
音
が
促
音
化
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る（
８
）
例
に
つ
い
て
は
勿
論

の
こ
と
、室
町
時
代
以
前
の
舌
内
入
声
字
の
う
ち
語
末
に
位
置
し
て
い
る
も
の
は
入
声
音
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
、重
音
節
と
し
て
扱
っ
た
。

そ
の
他
の
入
声
字
は
開
音
節
化
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
、
２
つ
の
軽
音
節
と
し
て
扱
っ
た
。

重
音
節
に
付
さ
れ
る
記
号
は
、
重
音
節
を
前
位
モ
ー
ラ
、
後
位
モ
ー
ラ
に
分
割
し
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
施
さ
れ
る
も
の
と
、
重
音
節
を

分
割
せ
ず
に
全
体
に
施
さ
れ
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
さ
ら
に
記
号
が
付
さ
れ
る
譜
本
上
の
要
素
と
し
て
、
仮
名
の
場
合
と
節
博
士
の
場
合

と
が
あ
る
。

Ｃ
―
１
重
音
節
の
前
位
モ
ー
ラ
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

ま
ず
、
重
音
節
の
前
位
モ
ー
ラ
に
記
号
を
注
記
す
る
例
を
示
す
。

図
６
で
は
和
語
「
カ
ヘ
リ
ミ
ン
ガ
」
に
含
ま
れ
る
重
音
節
「
ミ
ン
」
の
「
ミ
」
に
対
応
す
る
節
博
士
に
対
し
て
「
火
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号
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Ｃ
―
２
重
音
節
の
後
位
モ
ー
ラ
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

次
に
、
重
音
節
の
後
位
モ
ー
ラ
に
記
号
を
付
す
例
を
示
す
。

図
７
は
和
語
「
コ
フ
ル
」
に
お
け
る
「
コ
フ
」
の
「
フ
」
に

対
し
て
「
長
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
―
３
重
音
節
全
体
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

重
音
節
を
分
割
せ
ず
に
全
体
と
し
て
捉
え
、
注
記
を
与
え
る

記
号
を
こ
こ
に
分
類
す
る
。
漢
字
に
付
さ
れ
る
も
の
、
仮
名
に

付
さ
れ
る
も
の
、
節
博
士
に
付
さ
れ
る
も
の
の
三
種
が
あ
る
。

図
８
は
重
音
節
の
漢
字
全
体
に
「
延
」
が
付
さ
れ
る
例
、
図

９
は
和
語
「
カ
タ
ツ
テ
」
に
含
ま
れ
る
重
音
節
「
タ
ツ
」
に
対

し
て
「
長
」
が
付
さ
れ
る
例
、
図
１０
は
重
音
節
の
漢
字
の
左
に

施
さ
れ
た
節
博
士
に
対
し
て
「
延
」
が
付
さ
れ
る
例
で
あ
る
。

な
お
図
９
の
よ
う
な
仮
名
に
対
す
る
例
は
極
め
て
珍
し
く
、
２

例
の
み
で
あ
っ
た
（
も
う
一
例
は
「
キ
タ
テ
」
と
い
う
促
音
無

表
記
の
重
音
節
に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
）。

Ｄ
複
数
音
節
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

単
独
の
音
節
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
音
節
に
ま
た
が
る
範
囲

に
対
し
て
長
短
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
訓
読
み

す
る
本
行
の
漢
字
、
音
読
み
で
も
二
音
節
に
対
応
す
る
漢
字
、

図
６

重
音
節
前
位
・
節
博
士

〔
高
四
１８
〕

図
８

重
音
節
全
体
・
漢
字〔
宝
四
〕

図
９

重
音
節
全
体
・
仮
名
〔
高
四
５
〕

図
７

重
音
節
後
位
・
仮
名

〔
高
四
１１
〕

図
１０

重
音
節
全
体
・
節
博
士
〔
宝
四
〕

一
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振
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
合
字
や
漢
字
な
ど
に
記
号
が
付
さ

れ
る
場
合
が
多
い
。

図
１１
は
本
行
の
漢
字
に
付
さ
れ
、
訓
「
ス
テ
シ
」
と
対
応
す

る
も
の
、
図
１２
は
同
じ
く
字
音
「
セ
キ
」
と
対
応
す
る
も
の
、

図
１３
は
振
仮
名
と
し
て
付
さ
れ
た
合
字
「
�
」（
シ
テ
）
と
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
。
振
仮
名
と
し
て
付
さ
れ
る
も
の
に
は
合
字

の
他
に
踊
り
字
や
「
奉
（
た
て
ま
つ
る
）」
が
あ
っ
た
。

Ｅ
音
節
間
、
ま
た
は
モ
ー
ラ
間
に
対
し
て
付
さ
れ
た
長
短
記
号

最
後
に
こ
れ
ま
で
と
違
い
、
単
位
そ
の
も
の
を
対
象
に
し
た

の
で
は
な
く
、
単
位
と
単
位
の
間
を
指
示
対
象
と
し
た
と
思
し

き
例
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
譜
の
中
で
は
、
字
の
間
に
付
さ
れ

て
い
る
。

図
１４
・
図
１５
の
よ
う
に
本
行
の
漢
字
の
間
に
記
号
が
配
置
さ

れ
る
場
合
、
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
漢
字
と
記
号
の
大
き
さ
が
相
当

異
な
る
た
め
、
明
ら
か
に
字
の
間
を
意
図
し
て
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
図
１１
・
図
１２
の
よ
う
な
一
字
に
対
す
る
記
号

と
の
違
い
が
分
明
で
あ
る
。
一
方
振
仮
名
の
間
に
配
置
さ
れ
る

場
合
、
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
仮
名
と
記
号
の
大
き
さ
が
同
じ
で
あ

る
た
め
、
記
号
の
注
さ
れ
る
対
象
と
し
て
字
の
間
を
意
図
し
て

い
る
の
か
、
前
後
ど
ち
ら
か
の
字
を
意
図
し
て
い
る
の
か
が
明

図
１１

複
数
音
節
・
漢
字
（
訓
）〔
宝
四
〕

図
１４

音
節
間
・
漢
字
（
字

音
）

図
１２

複
数
音
節
・
漢
字（
字
音
）

〔
高
四
１１
〕

図
１５

モ
ー
ラ
間
・
漢
字

（
訓
）

図
１３

複
数
音
節
・
合
字
〔
高
四
１１
〕

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号
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確
に
判
断
で
き
な
い
。
特
に
図
４
の
よ
う
に
記
号
が
仮
名
と
仮
名
の
中
間
に
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
が
前
の
字
に
対
す
る
記
号
で
あ

る
か
、
字
間
を
意
図
し
た
記
号
で
あ
る
か
は
、
視
覚
上
区
別
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
本
稿
の
調
査
で
は
、
こ
こ
に
は
分

類
せ
ず
前
の
字
に
対
す
る
も
の
と
み
な
し
て
処
理
し
た
。

四

長
短
記
号
の
分
布

次
に
、
先
に
分
類
し
た
Ａ
〜
Ｅ
の
類
型
の
う
ち
、
母
音
の
無
声
化
に
関
わ
る
「
Ｂ
軽
音
節
に
対
し
て
付
さ
れ
る
長
短
記
号
」
に
つ
い
て
、

母
音
の
無
声
化
と
の
関
連
を
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
短
音
記
号
と
長
音
記
号
に
つ
い
て
、
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
音

節
の
主
母
音
と
記
号
の
種
類
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

短
音
記
号
の
種
類
に
関
し
て
表
２
を
見
る
と
、
ま
ず
「
火
」
が
多
く
、

「
短
」が
そ
れ
に
続
く
。
音
節
主
母
音
を
見
る
と
、
ｉ
、
ａ
が
多
く
、
ｕ
、

ｅ
、
ｏ
が
比
較
的
少
な
い
。

長
音
記
号
で
は
表
３
に
よ
れ
ば
「
持
」
の
使
用
頻
度
が
高
い
。
音
節
主

母
音
に
つ
い
て
は
短
音
記
号
よ
り
も
母
音
間
の
差
が
小
さ
い
が
、
ａ
、
ｏ

が
多
い
。
ｉ
に
つ
い
て
は
５
つ
の
母
音
の
中
で
は
３
番
目
の
頻
度
で
あ

り
、
長
音
記
号
に
比
べ
て
短
音
記
号
に
お
け
る
ｉ
の
多
さ
が
際
立
つ
結
果

と
な
る
。

次
に
、
音
節
主
母
音
を
狭
母
音
（
ｉ
ｕ
）
と
非
狭
母
音
（
ｅ
ｏ
ａ
）
の

二
群
に
分
け
た
上
で
、
分
布
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
な
お
、
記
号
の
種
類

は
区
別
せ
ず
、
一
括
し
て
分
析
を
行（
９
）
う
。
ま
た
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う

に
、
先
行
研
究
で
は
母
音
の
無
声
化
の
生
起
に
関
わ
る
要
因
と
し
て
、
当

表２ 短音記号（音節主母音別）

音節主母音
記号種類

ｉ ｕ ｅ ｏ ａ 計

火 １０９ ３５ ４６ ４９ ８１ ３２０

短 ４２ １０ ９ １９ ４１ １２１

消 １ ０ ２ ０ １ ４

計 １５２ ４５ ５７ ６８ １２３ ４４５

表３ 長音記号（音節主母音別）

音節主母音
記号種類

ｉ ｕ ｅ ｏ ａ 計

引 ６ ０ ９ ４ １７ ３６

延 １ ０ ０ ５ ０ ６

持 ４２ ３０ ３１ ５９ ７２ ２３４

長 １２ ２ ７ １４ ３ ３８

計 ６１ ３２ ４７ ８２ ９２ ３１４

一
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該
母
音
の
先
行
子
音
と
後
続
子
音
に
よ
る
分
布

の
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て

も
、
前
後
に
ど
の
よ
う
な
音
が
接
し
て
い
る
か

と
い
う
観（
１０
）
点
か
ら
狭
母
音
に
付
さ
れ
た
短
音
記

号
を
観
察
す
る
と
、
表
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

結
果
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、
一
般
に
母
音
の
無

声
化
が
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ
る
、
当
該
母
音

が
無
声
子
音
に
挟
ま
れ
た
環
境
を
二
重
枠
線
で

囲
っ
て
あ
る
。

表
４
に
よ
れ
ば
、
母
音
の
無
声
化
が
起
こ
り

や
す
い
位
置
（
二
重
枠
線
の
内
側
）
に
短
音
記

号
が
付
さ
れ
る
割
合
は
、
１９７
例
中
７２
例
で
３７
％

で
あ
っ
た
。

二
重
枠
線
の
外
に
も
多
く
の
用
例
が
現
れ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
短
音
記
号
が
母
音
の
無
声
化

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
直
ち
に
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
先
に
長
短
記
号
が
音
楽
上
の
要

請
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と

を
見
て
き
た
が
、
こ
の
表
の
中
に
も
、
母
音
の

無
声
化
と
は
関
係
の
無
い
理
由
に
よ
っ
て
付
さ

れ
た
短
音
記
号
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

表４ 狭母音に付された短音記号の音声環境

後続音
先行音

ｋ ｔ ｔｓ ｓ ｈ ｆ ｇ ｄ ｂ ｄｚ ｚ ｎ ｍ ｒ ｊ ｗ Ｖ ｏ 計

ｋ ３ １ １ １ １ １ ８ ２ ３ ４ ２５

ｔ ０

ｐ ０

ｔｓ １ １ １ ５ １ ８ １７

ｓ １６３４ １ ３ ２ ２ １ ２ ４ ８ ７３

ｈ ２ ４ ３ ２ １ １２

ｆ ３ １ ３ １ １ ９

ｇ １ １ ２

ｄ ０

ｂ ３ １ ４

ｄｚ ４ １ １ ２ ８

ｚ ０

ｎ ２ １６ １８

ｍ ２ ２ ２ ３ ２ １１

ｒ ２ ２ １ １ １ ７

ｊ ０

ｏ １ １ ２ １ ６ １１

計 ３０４３ ４ ８ ４ ０ ２ ６ ３ ０ ０ ２１ ６ １０ ４ １６ １ ３９ １９７

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号
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そ
こ
で
、
以
下
で
は
次
の
よ
う
な
手
続
き
に
沿
っ
て
考
察
を
進
め
た
い
。
短
音
記
号
が
付
さ
れ
た
例
に
は
、
音
楽
的
要
請
に
よ
っ
て
付
さ
れ

た
も
の
と
、
母
音
の
無
声
化
の
影
響
で
付
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
り
、
前
者
の
分
布
に
音
声
環
境
に
よ
る
偏
り
は
な
い
が
、
後
者
の
分
布
に
は

偏
り
が
あ
る
と
考
え
る
。
音
楽
的
要
請
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
記
号
の
分
布
に
偏
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
要
因
で
付
さ
れ
た
記
号
の

音
声
環
境
に
お
け
る
用
例
の
多
寡
は
、
基
本
的
に
は
式
文
に
お
け
る
そ
の
音
節
の
使
用
頻
度
の
高
さ
に
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
音
楽
的
要
請
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
に
、
母
音
の
無
声
化
の
影
響
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
短
音
記
号
が
被
さ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
々
な
音
声
上
の
条
件
が
、
用
例
の
分
布
に
影
響
を
及
ぼ
す
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方

に
沿
っ
て
分
布
状
況
を
眺
め
た
と
き
、
式
文
に
お
け
る
音
節
の
使
用
頻
度
で
説
明
で
き
な
い
よ
う
な
偏
り
が
見
出
せ
る
か
ど
う
か
、
確
か
め

て
み
た
い
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
二
つ
の
基
準
を
採
用
す
る
。
一
つ
は
、
天
野
・
近
藤
（
一
九
九
六
）
に
よ
る
日
本
語
に
お
け
る
モ
ー
ラ
の
使
用
頻
度

の
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
語
に
お
け
る
モ
ー
ラ
の
使
用
頻
度
は
、
長
音
、
撥
音
を
除
け
ば
、
高
い
順
に
、／ku／

、／ka／

、

／si／

、／ki／

、／tu／

、／ri／

、／ru／

、／to／
、／ta／

、／su／

と
な
る
と
言
う
。
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
中
世
・
近
世
語
で
は
多
少
事
情
が
異

な
る
だ
ろ
う
が
、
大
き
く
は
異
な
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
、
こ
れ
ら
の
モ
ー
ラ
は
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
を
前
提
に
表
を
解
釈
す
る
こ
と
と

す
る
。

も
う
一
つ
は
、
一
般
に
狭
母
音
よ
り
も
無
声
化
が
起
こ
り
に
く
い
と
さ
れ
る
非
狭
母
音
に
お
け
る
短
音
記
号
の
分
布
で
あ
り
、
こ
れ
は
無

声
化
が
起
こ
ら
な
い
場
合
の
様
相
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
。
こ
れ
を
狭
母
音
の
分
布
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
音
記
号
の
分
布

の
特
徴
を
見
出
し
た
い
。
表
５
に
非
狭
母
音
の
分
布
を
示
す
。

ま
ず
二
重
枠
内
に
収
ま
る
用
例
数
、
す
な
わ
ち
無
声
化
が
起
こ
り
や
す
い
環
境
に
お
け
る
出
現
頻
度
つ
い
て
だ
が
、
狭
母
音
で
は
１９７
例
の

う
ち
の
７２
例
（
３７
％
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
非
狭
母
音
で
は
２４８
例
の
う
ち
の
３２
例
（
１３
％
）
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
狭
母
音
の
方
が
、
枠
内

の
環
境
で
短
音
記
号
が
付
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
母
音
の
無
声
化
と
い
う
言
語
的
な
要
因
が
、
短
音
記
号
の
付
加
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
前
後
の
音
声
環
境
か
ら
見
た
場
合
、
狭
母
音
に
付
さ
れ
た
短
音
記
号
の
分
布
上
の
特
徴
は
非
狭
母
音
に
付
さ
れ
た
も
の
と
の
間
に
ど

一
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の
よ
う
な
相
違
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か

を
確
認
し
て
み
る
。

ま
ず
先
行
子
音
か
ら
見
る
と
、
先
行
子
音

が
ｋ
（
カ
行
）
の
場
合
、
狭
母
音
よ
り
も
非

狭
母
音
の
方
が
短
音
記
号
が
付
さ
れ
や
す

く
、
先
行
子
音
が
ｓ
（
サ
行
）、
ｈ
ｆ
（
ハ

行
）
の
場
合
、
非
狭
母
音
よ
り
も
狭
母
音
の

方
が
短
音
記
号
が
付
さ
れ
や
す（
１１
）
い
と
い
う
こ

と
が
表
か
ら
読
み
取
れ
る
。
次
に
後
続
子
音

に
つ
い
て
は
、
後
続
子
音
が
ｋ
（
カ
行
）、

ｔ
（
タ
・
テ
・
ト
）
の
場
合
、
非
狭
母
音
よ

り
も
狭
母
音
に
短
音
記
号
が
付
さ
れ
や
す

く
、
後
続
子
音
が
ｔｓ
（
チ
・
ツ
）、
ｓ
（
サ

行
）
の
場
合
、
狭
母
音
よ
り
も
非
狭
母
音
の

方
に
短
音
記
号
が
付
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

以
上
狭
母
音
に
付
さ
れ
た
短
音
記
号
の
特

徴
を
、
非
狭
母
音
の
分
布
と
の
比
較
に
お
い

て
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

短
音
記
号
が
付
さ
れ
や
す
い
条
件
と
し
て
、

次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

表５ 非狭母音に付された短音記号の音声環境

後続音
先行音

ｋ ｔ ｔｓ ｓ ｈ ｆ ｇ ｄ ｂ ｄｚ ｚ ｎ ｍ ｒ ｊ ｗ Ｖ ｏ 計

ｋ ４ ８ １ ２ ４ １ １２ １０ １ ５ ４８

ｔ １ ３ ２ ２ ４ １ １ ２ ２ ２ １ ４１ ６２

ｐ １ １

ｔｓ ０

ｓ ６ ２ １ １ １ １１

ｈ １ ４ １ １ １ ８

ｆ １ １ ２

ｇ １ １ １ １ １ ２ １ ２ １０

ｄ １ ２ １ １ ５

ｂ ２ ２

ｄｚ １ １

ｚ １ １

ｎ ３ １ １ １ ２ ４ １ ２５ ３８

ｍ ２ ５ １ １ ３ ２ １ １ １６

ｒ ２ ４ １ １ １ ７ １６

ｊ ０

ｗ ２ １ １ ２ １４ ２０

ｏ １ １ １ ２ １ １ ７

計 １８１９ ９ ９ ２ １ ５ ８ ７ ０ ４ ２７ ３ ２４ ２ ６ ３１０１２４８
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�
無
声
子
音
に
挟
ま
れ
て
い
る
と
い
う
環
境
に
付
さ
れ
や
す
い
。

�
先
行
子
音
に
関
し
て
、
摩
擦
音
が
前
に
位
置
す
る
狭
母
音
に
付
さ
れ
や
す
い
。

�
後
続
子
音
に
関
し
て
、
破
裂
音
が
後
ろ
に
位
置
す
る
狭
母
音
に
付
さ
れ
や
す
い
。

こ
れ
ら
は
金
井
（
一
九
八
三
）
で
得
ら
れ
た
結
果
と
基
本
的
に
一
致
し
て
お
り
、
先
に
指
摘
し
た
（
一
）（
二
）（
三
）
の
点
が
、
結
果
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
講
式
譜
本
一
般
に
お
い
て
、
短
音
記
号
の
特
徴
と
し
て
�
か
ら
�
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
本
稿
の
調
査
と
の
相
違
点
と
し
て
、
記
号
の
種
類
ご
と
に
大
き
な
差
異
が
見
出
せ
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
、
こ
れ

は
調
査
の
範
囲
を
広
げ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
狭
母
音
と
非
狭
母
音
の
対
比
に
よ
っ
て
見
た
場
合
、
先
行
音
に
ｋ
を
持
つ

狭
母
音
に
短
音
記
号
が
付
さ
れ
る
例
の
少
な
さ
が
目
立
つ
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

さ
て
、
�
に
つ
い
て
は
、
無
声
化
の
一
般
的
な
条
件
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
邊
（
二
〇
一
二
、
三
二
頁
）
に
よ
る
と
、
先
行
子
音
は
摩

擦
音
ま
た
は
破
擦
音
の
場
合
の
方
が
破
裂
音
の
場
合
よ
り
無
声
化
が
起
こ
り
や
す
く
、
後
続
子
音
は
破
擦
音
ま
た
は
破
裂
音
の
場
合
の
方
が

摩
擦
音
の
場
合
よ
り
無
声
化
が
起
こ
り
や
す
い
と
い
う
研
究
結
果
が
複
数
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
言
う
。
こ
の
無
声
化
の
特

徴
は
�
�
と
一
致
す
る
た
め
、
講
式
譜
に
お
け
る
短
音
記
号
は
母
音
の
無
声
化
の
影
響
を
受
け
て
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

五

ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係

次
に
、「
短
音
記
号
の
一
部
は
、
母
音
の
無
声
化
が
影
響
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
推
定
の
蓋
然
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

に
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
を
見
て
お
き
た
い
。

多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
母
音
の
無
声
化
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
桜
井
（
一
九
九
八
）
で
は
、「
無

声
化
す
る
拍
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
高
く
、
次
の
拍
が
低
い
と
き
は
無
声
化
し
に
く
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
、「
核
を
担
う
母
音
は
無
声
化
し

に
く
い
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
講
式
の
節
博
士
と
、
短
音
記
号
と
の
関
係
を
見
る
。
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以
下
に
、
無
声
子
音
に
挟
ま
れ
た
狭
母
音
の
う
ち
、
短
音
記
号
が
付
さ
れ
た
も
の
（
表
４
枠
線
内
の
例
）
を
先
行
子
音
ご
と
に
示
す
。
な

お
用
例
は
、
最
初
に
本
行
の
漢
字
を
大
字
で
、
振
仮
名
を
小
字
で
示
し
、
記
号
が
付
さ
れ
た
部
分
に
傍
線
を
施
し
た
。
声
点
の
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
漢
字
の
次
に
小
字
で
示
し
、
括
弧
の
中
に
記
号
の
種
類
を
記
し
た
。
節
博
士
が
付
し
て
あ
る
例
に
つ
い
て
、
徴
を
＼
、
角
を
｜
、

徴
角
を
「
、
商
を
／
、
宮
を
―
で
表
し
、
節
博
士
の
付
さ
れ
て
い
な
い
モ
ー
ラ
は
φ
と
し
た（
括
弧
内
は
節
博
士
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
）。

節
博
士
に
付
し
た
傍
線
は
、
短
音
記
号
が
付
さ
れ
た
モ
ー
ラ
と
直
後
の
モ
ー
ラ
を
示
す
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る

中
音
の
曲
節
に
含
ま
れ
る
例
に
は
、（
中
音
）
と
注
記
す
る
。

○
先
行
子
音
が
ｋ
の
も
の
（
後
続
音
ご
と
に
示
す
）

ｋ：

苦（
平
）
海（
上
）
（
火
）
＼
＼
＼
〔
高
四
１２
〕

究（
平
）
竟（
平
）
（
矢
）
φ
φ
φ
〔
高
四
１７
〕

九（
平
）
結（
入
）ツ
ノ

（
火
）
φ
｜
｜
〔
高
四
１３
〕

ｔ：

来
キ
タ
ル

（
火
）
｜
｜
｜
〔
高
四
１８
〕

ｔｓ：

窟（
入
軽
）ク
ツ
ニ

（
火
）
＼
＼
＼
〔
高
四
１１
〕

ｓ：

約（
ヤ
ク
）セ
リ

（
火
）
／
／
―
／
〔
高
四
１４
〕

○
先
行
子
音
が
ｔｓ
の
も
の

ｋ：

盡
ツ
キ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１３
〕

ｔ：

待
マ
チ
テ

（
火
）
｜
｜
｜
〔
高
四
１７
〕

○
先
行
子
音
が
ｓ
の
も
の

ｋ：

加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

（
火
）
｜
｜
｜
＼
／
／
／
〔
高
菩
１１
〕

加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

（
火
）
｜
｜
｜
＼
／
／
／
〔
高
天
２６
〕

加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

（
火
）
｜
｜
｜
＼
／
／
／
〔
高
天
２６
〕

加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

（
火
）
｜
｜
｜
＼
／
／
／
〔
高
天
２９
〕
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加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

（
消
）
｜
｜
＼
〔
高
四
１１
〕

併（
シ
カ
シ
ナ
カ
）ラ

（
火
）
｜
（
｜
｜
｜
｜
）
＼
〔
高
他
３
〕

求
モ
ト
メ
シ
カ
ハ

（
火
）「
｜
＼
｜
｜
｜
〔
高
四
５
〕

然
シ
カ
ラ
ハ

（
火
）
｜
／
／
／
（
中
音
）〔
高
四
１４
〕

然
シ
カ
ラ
バ

（
火
）
｜
／
／
／
（
中
音
）〔
高
四
２０
〕

然（
シ
カ
）リ
ト

（
火
）
＼
＼
＼
「〔
高
僧
８
〕

然
シ
カ
リ
ト

（
火
）
｜
｜
＼
「〔
高
天
２９
〕

然
シ
カ
リ
ト

（
火
）
｜
｜
＼
「〔
高
天
２９
〕

然（
シ
カ
）レ
ハ

（
火
）
｜
｜
＼
／
〔
高
僧
８
〕

尓
シ
カ
レ
ハ

（
火
）
｜
｜
＼
／
〔
高
天
２９
〕

空
ム
ナ
シ
カ
ラ
ン

（
火
）
｜
｜
｜
｜
チ
カ
｜
〔
高
四
１７
〕

四（
平
）シ

顧
コ（
上
）
（
火
）
｜
＼
〔
高
四
１１
〕

ｔ：

被
キ
ナ
ヲ
シ
玉
フ

（
火
）
＼
／
／
／
／
／
／
〔
高
四
１４
〕

圓（
上
）
満（
平
）シ
玉
ヘ

（
火
）
｜
／
／
／
（
中
音
）〔
高
四
２１
〕

舌
シ
タ
ヲ

（
火
）
｜
｜
＼
〔
高
四
５２
〕

朝
ア
シ
タ
ニ（
火
）
＼
＼
｜
｜
〔
高
四
２３
書
入
〕

為
シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
垂
１１
〕

慶
（
平
）
シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
寛
四
〕

帰（
上
）
命（
平
）シ
テ

（
矢
）
｜
｜
〔
宝
四
〕

帰（
上
）
命（
平
）シ
テ

（
矢
）「
｜
〔
高
四
２０
〕

帰（
上
）
命（
平
）シ
テ

（
火
）「
｜
〔
高
四
２０
〕

圍（
上
）
繞（
平
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

啼（
上
）
哭（
入
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

変（
平
）
異（
平
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

堕（
平
濁
）
落（
入
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
５２
〕

住
持（
平
濁
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１５
〕

茂（
平
）（
モ
）シ
テ

（
火
）「
「
｜
〔
高
四
１８
〕

属（
入
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

落（
入
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

不（
ズ
）シ
テ

（
火
）
φ
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

間（
ア
ヒ
ダ
）ニ
シ
テ

（
火
）
＼
＼
｜
｜
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

白
マ
ウ
シ
テ

（
短
）
｜
｜
｜
｜
〔
高
四
１７
〕

白
マ
ウ
シ
テ

（
短
）
｜
｜
｜
｜
〔
高
四
１７
〕

白（
マ
ウ
）シ
テ

（
短
）
｜
｜
＼
｜
〔
宝
四
〕

白（
マ
ウ
）シ
テ

（
短
）
｜
（
｜
）
＼
｜
〔
高
四
１７
〕

白
マ
フ
シ
テ

（
短
）
｜
｜
＼
｜
〔
高
垂
１４
〕

白（
マ
ウ
）シ
テ

（
短
）
｜
｜
＼
｜
〔
高
四
２１
〕

敬（
ケ
イ
）シ
テ

（
矢
）
｜
｜
＼
＼
〔
高
天
２９
〕

詣
ケ
イ
シ
テ

（
火
）
｜
（
｜
｜
｜
）〔
高
垂
７
〕

降（
ク
ダ
）シ
テ

（
矢
）
｜
｜
「
｜
〔
高
僧
８
〕

至（
イ
タ
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
｜
｜
〔
高
四
１１
〕

凝（
コ
ラ
）シ
テ

（
火
）
＼
｜
｜
｜
〔
高
四
１５
〕
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流
ナ
カ
シ
テ

（
火
）
｜
｜
｜
｜
〔
高
四
５２
〕

點
モ
タ
シ
テ

（
火
）
｜
｜
｜
｜
〔
高
四
５２
〕

無
ナ
シ
ト

（
火
）
｜
＼
｜
〔
高
垂
１１
〕

捨
ス
テ

（
火
）
＼
＼
〔
高
四
１１
〕

ｓ：
四（
平
）
所（
平
）
（
火
）
φ
「〔
高
垂
１１
〕

○
先
行
子
音
が
ｈ
の
も
の

ｋ：

光
ヒ
カ
リ
ヲ

（
矢
）
｜
｜
＼
＼
〔
高
天
２９
〕

光（
ヒ
カ
）リ

（
火
）
｜
｜
｜
＼
〔
高
四
１４
〕

ｔ：

一
ヒ
ト

（
火
）
｜
｜
〔
高
天
５
〕

偏
ヒ
ト
ヘ
ニ

（
火
）
｜
｜
＼
｜
〔
高
天
２６
〕

偏
ヒ
ト
ヘ
ニ

（
火
）
｜
｜
＼
｜
〔
高
天
２６
〕

偏
ヒ
ト
ヘ
ニ

（
火
）
｜
｜
＼
｜
〔
高
天
２６
書
入
〕

○
先
行
子
音
が
ｆ
の
も
の

ｋ：

光
ヒ
カ
リ
ニ

（
火
）
｜
｜
｜
｜
〔
高
四
５２
〕

不（
平
）
可（
平
）
説（
入
）
（
火
）
｜
｜
｜
〔
上
涅
〕

深
フ
カ
シ

（
火
）
／
／
／
〔
高
四
１３
〕

ｔ：

懐（
フ
ト
コ
ロ
）ニ

（
火
）
＼
＼
＼
＼
＼
〔
高
四
１３
〕

ｓ：

不（
上
）
思（
上
）
（
火
）
＼
＼
〔
高
四
１１
〕

臥
フ
シ

（
火
）
｜
｜
〔
高
四
１４
〕

歩（
フ
）シ
テ

（
火
）
｜
｜
｜
〔
高
四
１７
〕

こ
れ
ら
の
例
は
全
体
と
し
て
は
先
行
音
が
ｓ
の
も
の
、
特
に
「
し
か
」
と
「
し
て
」
が
多
く
を
占
め
る
。
一
方
で
先
行
子
音
が
ｋ
の
も
の

は
、
日
本
語
に
お
け
る
モ
ー
ラ
の
使
用
頻
度
か
ら
は
よ
り
多
く
の
用
例
が
予
想
さ
れ
る
環
境
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ｓ
に
比
べ
て
非
常

に
少
な
い
う
え
に
、
そ
の
多
く
を
漢
語
が
占
め
る
。
な
ぜ
先
行
子
音
と
し
て
ｋ
を
持
つ
も
の
に
短
音
記
号
が
付
さ
れ
に
く
く
、
ｓ
、
ｈ
、
ｆ

を
持
つ
も
の
に
は
付
さ
れ
や
す
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
日
常
語
に
お
け
る
母
音
の
無
声
化
が
歌
唱
上
に
反
映
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
状
況
が
想
定
で
き
る
か
を
考
え
て
み
る
と
、
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無
声
化
し
た
母
音
を
そ
の
ま
ま
唱
え
る
の
は
、
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
講
式
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
声
帯
振
動
な
し
に
は
旋
律
が

実
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
日
常
語
で
は
と
も
か
く
、
歌
謡
で
は
現
実
的
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
現
代
歌
謡
で
促
音
に
音
符
が
付
さ
れ

て
い
る
と
き
に
は
、
促
音
部
分
を
先
行
す
る
母
音
で
代
替
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
が
、
母
音
の
無
声
化
の
場
合
は
そ
も
そ
も
が
母

音
な
の
だ
か
ら
、そ
の
部
分
に
音
程
を
与
え
る
手
段
と
し
て
も
っ
と
も
考
え
や
す
い
の
は
、無
声
化
せ
ず
に
発
声
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ（
１２
）
る
。

よ
っ
て
、
先
行
音
に
ｋ
を
持
つ
狭
母
音
に
短
音
記
号
が
付
さ
れ
に
く
い
の
は
、
日
常
語
で
無
声
化
が
起
こ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
歌
謡
と
し

て
実
現
す
る
と
き
に
は
無
声
化
せ
ず
に
発
声
し
て
い
た
た
め
、
短
音
記
号
が
付
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
を
採
り
た
い
。

す
る
と
逆
に
、
先
行
音
に
ｓ
、
ｈ
、
ｆ
を
持
つ
狭
母
音
の
場
合
に
短
音
記
号
が
付
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
川
上

（
一
九
七
七
）
は
無
声
化
し
た
モ
ー
ラ
の
音
声
的
実
態
と
し
て
「
き
、
ぴ
、
く
、
ぷ
、
し
ゅ
、
ち
ゅ
」
は
無
声
母
音
で
実
現
す
る
が
、「
し
、

ち
、
ひ
、
す
、
つ
、
ふ
」
は
「
一
般
に
無
声
母
音
す
ら
も
た
な
い
」
と
す
る
（
た
と
え
ば
、「
あ
し
た
」
は
﹇a

ta

﹈
の
よ
う
に
実
現
す
る
）。

本
稿
の
調
査
で
は
、
こ
の
う
ち
後
者
に
短
音
記
号
が
付
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
無
声
化
が
起
こ
ら
な
い
場

合
と
の
聞
き
取
り
の
印
象
の
差
が
大
き
い
の
で
、
講
式
の
読
誦
者
に
と
っ
て
、
特
に
注
意
が
向
き
や
す
い
モ
ー
ラ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
講
式
の
読
誦
に
お
い
て
一
つ
の
モ
ー
ラ
は
日
常
語
よ
り
も
長
く
唱
え
ら
れ
る
た
め
、
母
音
を
全
く
発
声
し
な
い

と
旋
律
が
破
綻
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
当
該
モ
ー
ラ
を
で
き
る
だ
け
自
分
の
聞
き
取
っ
た
印
象
に
近
い
形
で
歌
謡
上
に
実
現
し
よ
う
と
し

た
結
果
、
母
音
を
短
く
唱
え
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
短
音
記
号
は
無
声
化
を
反
映
し
て
い
る
と

は
い
っ
て
も
、
歌
謡
上
で
実
際
に
無
声
化
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
無
声
化
が
意
識
さ
れ
や
す
い
環
境
に
お
い
て
母
音
が
短
く
唱
え
ら

れ
、
そ
れ
が
短
音
記
号
の
分
布
に
多
く
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
く
。

さ
て
、
節
博
士
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
と
無
声
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
先
引
の
用
例
の
節
博
士
を
、
＼
は
高
、
｜
お
よ

び
「
は
低
と
し
て
解
釈
す（
１３
）
る
と
、
短
音
記
号
が
付
さ
れ
た
モ
ー
ラ
と
、
そ
の
直
後
の
モ
ー
ラ
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
高
低
（
＼
｜
）
と
な
る
も
の

は
、
先
に
挙
げ
た
７２
例
の
う
ち
次
の
５
例
で
あ
る
。

白（
マ
ウ
）シ
テ

｜
｜
＼
｜
〔
宝
四
〕、
白（
マ
ウ
）シ
テ

｜
（
｜
）
＼
｜
〔
高
四
１７
〕、
白
マ
フ
シ
テ

｜
｜
＼
｜
〔
高
垂
１４
〕

二
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白（
マ
ウ
）シ
テ

｜
｜
＼
｜
〔
高
四
２１
〕、
無
ナ
シ
ト

｜
＼
｜
〔
高
垂
１１
〕

こ
の
よ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
高
低
と
な
る
も
の
は
少
数
で
あ
り
、
大
部
分
が
「
マ
ウ
シ
テ
」
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
ア
ク
セ
ン
ト

核
に
は
短
音
記
号
が
付
さ
れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
徴
は
、
母
音
の
無
声
化
の
特
徴
と
一
致
す
る
も
の
で

あ
り
、
短
音
記
号
が
無
声
化
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
推
定
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
講
式
譜
本
に
見
ら
れ
る
長
短
記
号
を
収
集
し
、
そ
の
使
用
状
況
の
歴
史
的
変
遷
と
、
母
音
の
無
声
化
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。

以
下
に
本
稿
の
論
旨
を
ま
と
め
る
。

ま
ず
日
本
語
で
唱
え
る
声
明
の
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号
の
使
用
を
概
観
す
る
と
、
天
台
宗
で
は
片
仮
名
交
じ
り
文
の
譜
本
に
お
け
る
和

語
へ
の
施
注
か
ら
、
真
言
宗
で
は
漢
文
の
譜
本
に
お
け
る
漢
語
へ
の
施
注
か
ら
使
用
が
始
ま
り
、
全
体
に
広
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
金
井
（
一
九
八
三
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
、
短
音
記
号
が
母
音
の
無
声
化
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
説
を
検
証
し
た
結
果
、
講

式
譜
を
さ
ら
に
広
汎
に
調
査
し
て
も
短
音
記
号
の
音
声
環
境
上
の
分
布
と
無
声
化
の
分
布
と
に
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
無
声
化
生
起
に
関
わ
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
条
件
が
、
節
博
士
か
ら
推
定
さ
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
と
短
音
記
号
の
対
応
に
も
認
め
ら

れ
る
。
よ
っ
て
講
式
譜
に
見
ら
れ
る
短
音
記
号
は
、
基
本
的
に
音
楽
的
要
請
に
よ
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
結
果
的
に
言
語
上
の
現
象

で
あ
る
母
音
の
無
声
化
を
反
映
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

注（
１
）「
聲
明
の
謠
ひ
物
に
は
、
梵
語
の
も
の
と
之
を
漢
譯
し
た
も
の
と
、
漢
譯
を
我
が
國
語
に
改
め
た
も
の
と
國
語
で
新
作
し
た
も
の
と
の

四
種
あ
つ
て
、
用
語
の
上
か
ら
は
梵
讃
・
漢
讃
・
和
讃
の
三
に
分
つ
べ
き
で
あ
る
。」（
高
野
、
一
九
二
六
）

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号

二
一



（
２
）「
わ
が
日
本
の
声
楽
は
平
曲
を
限
界
と
し
て
歌
い
も
の
か
ら
語
り
も
の
へ
と
変
遷
し
て
い
る
の
が
そ
の
大
き
な
流
れ
方
で
あ
る
。
わ
が

声
明
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
じ
流
路
を
た
ど
る
。
例
え
ば
唄
、
散
華
等
の
ご
と
き
は
声
音
の
曲
節
の
み
を
味
わ
う
「
歌
う
声
明
」
で
、

御
影
供
表
白
、
祭
文
（
表
白
と
時
代
は
異
な
る
が
）
の
ご
と
き
は
曲
節
と
歌
詞
の
内
容
と
を
か
ね

味
わ
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
講

式
、
和
讃
等
に
比
す
れ
ば
、
情
熱
を
喚
起
し
え
な
い
感
が
あ
る
の
で
、
私
は
特
に
こ
れ
ら
を
「
読
む
声
明
」
と
す
る
。
即
ち
、「
歌
う

声
明
」
か
ら
「
語
る
声
明
」
へ
移
り
ゆ
く
前
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
講
式
、
和
讃
の
ご
と
き
は
、
曲
節
と
歌
詞
の
内
容
を
同
時
に

味
わ
っ
て
、
一
種
の
情
熱
を
喚
起
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
「
語
る
声
明
」
と
す
る
。」（
岩
原
、
一
九
九
七
、
二
五
頁
）

（
３
）
声
明
曲
が
い
く
つ
か
集
成
さ
れ
て
い
る
声
明
集
の
類
の
中
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
む
。

（
４
）「
短
」
に
は
厳
密
に
言
え
ば
「
短
」
の
他
に
「
矢
」「
豆
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
単
純
に
略
号
と
見
ら
れ
、
特
に
機
能
上
差
が
な
い

よ
う
な
の
で
、
一
括
し
て
「
短
」
と
し
て
扱
う
。
同
様
に
、「
火
」
に
は
「
カ
」「
ヒ
」
が
、「
消
」
に
は
「
ケ
ス
」
が
、「
引
」
に
は
「
ヒ

ク
」
が
、「
持
」
に
は
「
モ
ツ
」「
モ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
る
。

（
５
）
記
号
「
火
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
金
井
（
一
九
八
三
、
一
七
二
―
一
七
五
頁
）
に
詳
論
が
あ
る
。〈
ハ
ヤ
ク
云
フ
印
ニ
用
ヒ
ラ
レ
タ

ル
火
ハ
火
急
ノ
略
、
急
ト
モ
書
ク
〉
と
い
う
『
昭
和
新
訂
・
四
座
式
』
に
お
け
る
言
及
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
歌
唱
楽
譜
に

用
い
た
例
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
管
見
で
は
鍋
島
報
效
会
蔵
『
催
馬
楽
譜
』（
十
一
世
紀
成
立
）
に
も
「
伊
火

天
火

安
加

己
末
引
安
々
々
々

」（
い
で
我
が
駒
）
と
見
え
、
声
明
譜
に
お
け
る
「
火
」
は
こ
れ
ら
の
影
響
の
下
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
６
）
他
の
記
号
で
は
和
語
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
例
え
ば
「
持
」
で
は
和
語
２３９
例
、
漢
語
４７
例
、
梵
語
２
例
で
あ
っ
た
。

（
７
）
声
明
に
お
け
る
割
り
音
に
つ
い
て
は
、
浅
田
（
二
〇
〇
四
）
お
よ
び
浅
田
（
二
〇
一
一
）
で
触
れ
た
。
本
稿
で
は
基
本
的
に
割
っ
て

発
音
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

（
８
）
漢
語
に
つ
い
て
は
、
沼
本
（
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
舌
内
入
声
音
・
唇
内
入
声
音
の
場
合
、
無
声
子
音
前
で
促
音
化
し
、
喉
内
入

声
音
の
場
合
、
原
則
と
し
て
子
音
﹇
ｋ
﹈
の
前
で
の
み
促
音
化
す
る
と
さ
れ
、
こ
の
条
件
に
合
う
も
の
を
促
音
化
し
て
い
る
も
の
と

し
た
。

（
９
）
金
井
（
一
九
八
三
）
で
は
「
消
」
は
無
声
化
を
反
映
す
る
記
号
と
判
断
さ
れ
、「
火
」
よ
り
も
無
声
化
を
反
映
す
る
率
が
高
い
と
い
う

二
二



結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
の
調
査
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
例
に
お
い
て
前
後
に
有
声
音
が
位
置
し
な

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
ｅ
お
よ
び
ａ
の
よ
う
な
非
広
母
音
に
も
付
さ
れ
て
お
り
、
特
に
「
火
」「
短
」
と
の
違
い
は
見
出
さ

れ
な
か
っ
た
。
以
下
に
「
消
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。

加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

〔
高
四
１１
〕、
以
テ

〔
高
四
１１
〕、
須
シ
ハ
ラ
ク
ア
ツ
テ

〔
高
四
１１
〕、
者
ハ

〔
高
四
１２
〕

（
１０
）
前
後
の
音
声
環
境
に
つ
い
て
は
、
口
蓋
化
に
よ
る
子
音
の
音
声
的
な
差
は
無
視
し
、
原
則
と
し
て
拗
音
・
イ
段
音
・
エ
段
音
は
ア
段

音
・
ウ
段
音
・
オ
段
音
と
同
じ
子
音
と
し
て
扱
っ
た
。
チ
・
ツ
、
ヂ
・
ヅ
は
室
町
時
代
中
期
ま
で
は
破
裂
音
と
し
ｔ
、
ｄ
で
、
室
町

時
代
後
期
以
降
は
破
擦
音
と
し
ｔｓ
、
ｄｚ
で
表
し
た
。
ザ
行
音
は
室
町
時
代
以
前
を
摩
擦
音
と
し
ｚ
で
、
江
戸
時
代
以
降
を
破
擦
音
と

し
ｄｚ
で
示
す
。
ハ
行
音
は
室
町
時
代
以
前
の
例
は
両
唇
摩
擦
音
と
み
な
し
て
ｆ
で
、
江
戸
時
代
以
降
の
例
は
声
門
摩
擦
音
と
み
な
し

て
ｈ
で
表
し
た
（
た
だ
し
フ
の
み
ｆ
）。
先
行
子
音
の
な
い
場
合
は
先
行
音
を
φ
と
し
、
句
末
の
場
合
は
後
続
音
を
φ
で
示
し
た
。
助

詞
が
直
後
に
あ
る
場
合
は
、
助
詞
の
先
頭
子
音
を
後
続
音
と
み
な
し
た
。
子
音
は
無
声
阻
害
音
、
有
声
阻
害
音
、
共
鳴
音
の
順
で
掲

げ
、
母
音
は
Ｖ
と
し
て
一
括
し
て
示
し
た
。
た
だ
し
パ
行
音
は
後
続
音
に
現
れ
る
例
が
な
か
っ
た
の
で
、
掲
出
し
な
か
っ
た
。
ま
た

カ
行
・
ガ
行
合
拗
音
は
ｋ
、
ｇ
と
し
て
扱
っ
た
。

（
１１
）
タ
行
音
に
つ
い
て
は
、
狭
母
音
は
破
擦
音
（
ｔｓ
）、
非
狭
母
音
は
破
裂
音
（
ｔ
）
で
あ
る
た
め
、
直
接
比
較
す
る
こ
と
を
避
け
た
。

（
１２
）
田
中
（
二
〇
〇
八
）
は
日
本
歌
謡
曲
（
Ｊ
ポ
ッ
プ
）
に
お
け
る
韻
律
構
造
の
分
析
の
中
で
、「
音
楽
で
は
、
基
本
的
に
そ
れ
ら
（
筆
者

注：

母
音
の
無
声
化
）
が
補
正
さ
れ
、
無
声
化
環
境
に
あ
る／i,u／

も
（／a,e,o／

と
同
様
）
明
瞭
に
発
声
さ
れ
る
」
と
す
る
。

（
１３
）
桜
井
（
一
九
七
六
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
／
、
―
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
な
い
と
し
、
検
討
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
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―
一
九
六
頁
。

川
上
蓁
（
一
九
七
七
）『
日
本
語
音
声
概
説
』
桜
楓
社
。

金
田
一
春
彦
（
一
九
六
四
）『
四
座
講
式
の
研
究
―
邦
楽
古
曲
の
旋
律
に
よ
る
國
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
研
究
各
論
（
一
）
―
』
三
省
堂
。

桜
井
茂
治
（
一
九
七
六
）「
宝
暦
版
『
四
座
講
式
』
所
載
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
『
中
世
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
論
考
』
桜
楓
社
、
二
三
八
―
二
七

九
頁
。

桜
井
茂
治
（
一
九
九
八
）「
共
通
語
の
発
音
で
注
意
す
る
こ
と
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典

新

版
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
二
七
―
二
三
一
頁
。

高
野
辰
之
（
一
九
二
六
）『
日
本
歌
謡
史
』
春
秋
社
。

田
中
真
一
（
二
〇
〇
八
）「
言
語
の
韻
律
構
造
と
歌
の
リ
ズ
ム
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
」『
日
本
語
学
』
二
七
巻
四
号
、
一
八
―
二
八
頁
。

沼
本
克
明
（
一
九
九
七
）『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
汲
古
書
院
。

邊
姫
京
（
二
〇
一
二
）『
日
本
語
狭
母
音
の
無
声
化
―
共
通
語
普
及
の
指
標
と
し
て
―
』（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
論
文
）。

調
査
資
料

お
お
む
ね
時
代
順
に
掲
載
す
る
。
所
蔵
、
書
名
の
他
、
奥
書
、
刊
記
の
見
え
る
も
の
は
、
書
写
年
、
刊
年
を
示
し
た
。
な
お
、
高
野
山
大

学
附
属
高
野
山
図
書
館
（
二
〇
〇
一
）『
高
野
山
講
式
集
』（
小
林
写
真
工
業
株
式
会
社
）
所
載
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
名
の
次
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
内

二
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に
あ
る
部
立
て
お
よ
び
番
号
を
（

）
に
示
す
。
流
派
に
つ
い
て
は
、
天
台
宗
系
統
か
、
真
言
宗
系
統
か
を
記
す
。
長
短
記
号
の
見
え
る
資

料
に
は
、
記
号
の
種
類
を
記
し
た
上
で
、
用
例
掲
出
の
際
に
使
用
し
た
資
料
名
の
略
号
を
〔

〕
の
中
に
付
し
た
。
金
沢
文
庫
蔵
の
譜
本
に

つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
（
一
九
八
四
）（
一
九
八
六
）『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
七
巻
・
第
八
巻
（
便
利
堂
）
に
依
っ
た
。

鎌
倉
時
代
○
金
沢
文
庫
蔵
﹇
聖
宣
本
聲
明
集
﹈、
仁
治
三
年
（
１
２
４
２
）
写
、
天
台
、
火
〔
金
集
〕。
○
金
沢
文
庫
蔵
﹇
聲
明
集
文
保
二
年

仮
名
暦
紙
背
﹈、
写
、
天
台
、
火
〔
金
文
〕。
○
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵
声
明
類
聚
、
写
、
天
台
、
火
〔
前
類
〕

南
北
朝
時
代
○
随
心
院
蔵
佛
名
會
法
則
（
第
６５
函
４５
号
）、
写
、
天
台
、
引
〔
随
佛
〕。
○
随
心
院
蔵
聲
明
集
（
第
６
函
１
号
）、
写
、
天
台
、

火
〔
随
集
〕。
○
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
大
慈
院
本
涅
槃
講
式
、
写
、
真
言
、
火
〔
東
大
〕。
○
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
涅
槃
講

式
、
写
、
真
言
、
火
引
〔
上
涅
〕。
○
随
心
院
蔵
理
趣
三
昧
法
則
（
第
６５
函
４５
号
）、
写
、
真
言
、
火
〔
随
理
〕。
○
勝
林
院
蔵
聲
明
集
（
二

巻
抄
）、
写
、
天
台
、
火
引
〔
勝
集
〕

室
町
時
代
○
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
涅
槃
講
式
付
舎
利
講
式
（
特
第
１
号
３４
冊
）、
写
、
真
言
、
火
〔
東
涅
〕。
○
上
野
学
園
日
本
音
楽
史

研
究
所
蔵
弁
財
天
講
式
、
写
、
真
言
、
火
持
〔
上
弁
〕。
○
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
、
写
、
真
言
、
持
〔
筑
四
〕。
○
高
野
山
大
学
図

書
館
蔵
阿
弥
陀
講
式
（
如
来
部
１
）、
写
、
真
言
、
持
〔
高
如
１
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
薬
師
講
式
（
如
来
部
１０
）、
享
禄
三
年
（
１

５
３
０
）
写
、
真
言
、
火
〔
高
如
１０
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
地
蔵
講
式
（
菩
薩
部
８
）、
天
正
十
年
（
１
５
８
２
）
写
、
真
言
、
火

〔
高
菩
８
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弁
財
天
講
式
（
天
部
１８
）、
写
、
真
言
、
火
〔
高
天
１８
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弘
法
大
師
講
式

（
高
僧
部
３
）、
天
文
五
年
（
１
５
３
６
）
写
、
真
言
、
火
〔
高
僧
３
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
神
祇
講
式
（
神
祇
部
６
）、
写
、
真
言
、

火
延
〔
高
神
６
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
朔
日
羅
漢
講
式
（
四
座
講
式
２
）、
天
文
六
年
（
１
５
３
７
）
写
、
真
言
、
火
〔
高
四
２
〕。

○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
仏
生
会
式
（
そ
の
他
３２
）、
天
正
十
八
年
（
１
５
９
０
）
写
、
真
言
、
火
〔
高
他
３２
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵

涅
槃
講
式
・
舎
利
講
式
（
四
座
講
式
５２
）、
写
、
真
言
、
火
持
引
〔
高
四
５２
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
往
生
講
式
（
そ
の
他
３
）、
写
、

真
言
、
火
〔
高
他
３
〕

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号

二
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江
戸
時
代
○
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
修
正
大
導
師
作
法
、
写
、
天
台
、
火〔
上
修
〕。
○
宝
暦
版
四
座
講
式（
島
根
大
学
蔵
）、
刊
、

真
言
、
火
短
延
持
引
〔
宝
四
〕。
○
寛
永
版
四
座
講
式
（
随
心
院
蔵
第
６５
函
２９
号
）、
写
、
真
言
、
火
持
〔
寛
四
〕。
○
京
都
大
学
蔵
薬
師
講

式
、
写
、
真
言
、
火
〔
京
薬
〕。
○
寛
保
版
魚
山
�
芥
集
（
島
根
大
学
蔵
）、
刊
、
真
言
、
短
長
持
〔
寛
魚
〕。
○
正
保
版
魚
山
私
抄
（
国
立

国
会
図
書
館
蔵
）、
刊
、
真
言
、
短
長
持
〔
正
魚
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
毘
沙
門
講
式
（
天
部
１３
）、
宝
暦
四
年
（
１
７
５
４
）
写
、

真
言
、
火
持
〔
高
天
１３
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弁
財
天
講
式
（
天
部
１９
）、
元
和
八
年
（
１
６
２
２
）
写
、
真
言
、
火
〔
高
天
１９
〕。

○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
摩
訶
迦
羅
天
講
式
（
天
部
２９
）、
宝
暦
三
年
（
１
７
５
３
）
写
、
真
言
、
火
短
持
引
〔
高
天
２９
〕。
○
高
野
山
大
学

図
書
館
蔵
毘
沙
門
講
式
（
天
部
１４
）、
宝
暦
六
年
（
１
７
５
６
）
写
、
真
言
、
持
〔
高
天
１４
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
阿
弥
陀
講
式
（
如

来
部
５
）、
文
化
七
年
（
１
８
１
０
）
写
、
真
言
、
持
〔
高
如
５
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
阿
弥
陀
講
式
（
如
来
部
６
）、
写
、
真
言
、

持
〔
高
如
６
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
地
蔵
講
式
（
菩
薩
部
１１
）、
写
、
真
言
、
火
〔
高
菩
１１
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
千
手
観
音

講
式
（
菩
薩
部
１９
）、
写
、
真
言
、
持
引
〔
高
菩
１９
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弥
勒
講
式
（
菩
薩
部
３０
）、
文
政
六
年
（
１
８
２
３
）
刊
、

真
言
、
持
〔
高
菩
３０
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
不
動
講
式
（
明
王
部
５
）、
写
、
真
言
、
短
〔
高
明
５
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
不

動
講
式
（
明
王
部
８
）、
写
、
真
言
、
引
〔
高
明
８
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
三
天
講
会
式
（
天
部
５
）、
写
、
真
言
、
火
持
〔
高
天
５
〕。

○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弁
財
天
講
式
（
天
部
２５
）、
写
、
真
言
、
持
〔
高
天
２５
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弁
財
天
講
式
（
天
部
２５
）
書

入
、
写
、
真
言
、
火
短
持
〔
高
天
２５
書
入
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弁
財
天
講
式
（
天
部
２６
）、
刊
、
真
言
、
火
短
持
引
〔
高
天
２６
〕。

○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
摩
訶
迦
羅
天
講
式
（
天
部
３１
）、
刊
、
真
言
、
火
短
持
引
〔
高
天
３１
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
柿
本
講
式
（
垂

迹
部
２
）、
文
化
十
一
年
（
１
８
１
４
）
写
、
真
言
、
火
持
引
〔
高
垂
２
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
丹
生
明
神
講
式
（
垂
迹
部
７
）、
正

徳
三
年
（
１
７
１
３
）
写
、
真
言
、
火
短
持
〔
高
垂
７
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
明
神
講
式
（
垂
迹
部
１１
）、
写
、
真
言
、
火
持
〔
高
垂

１１
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
明
神
講
式
（
垂
迹
部
１４
）、
明
和
五
年
（
１
７
６
８
）
刊
、
真
言
、
短
〔
高
垂
１４
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書

館
蔵
明
神
講
式
（
垂
迹
部
１５
）、
写
、
真
言
、
短
引
〔
高
垂
１５
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弘
法
大
師
講
式
（
高
僧
部
４
）、
天
保
五
年
（
１

８
３
４
）
刊
、
真
言
、
持
〔
高
僧
４
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
弘
法
大
師
誕
生
会
式
（
高
僧
部
８
）、
刊
、
真
言
、
火
短
引
〔
高
僧
８
〕。

○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
聖
徳
太
子
讃
歎
式
（
高
僧
部
１２
）、
写
、
真
言
、
短
持
〔
高
僧
１２
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
神
祇
講
式
（
神
祇

二
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部
９
）、
写
、
真
言
、
持
〔
高
神
９
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
光
明
真
言
講
式
（
そ
の
他
１２
）、
写
、
真
言
、
短
持
引
〔
高
他
１２
〕。
○
高

野
山
大
学
図
書
館
蔵
仏
生
講
式
（
そ
の
他
３３
）、
文
化
十
一
年
（
１
８
１
４
）
刊
、
真
言
、
火
〔
高
他
３３
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
龍
王

講
式
（
そ
の
他
４２
）、
文
化
十
二
年
（
１
８
１
５
）
写
、
真
言
、
火
短
持
引
〔
高
他
４２
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
朔
日
羅
漢
講
式
（
四
座

講
式
５
）、
写
、
真
言
、
火
長
持
〔
高
四
５
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
朔
日
羅
漢
講
式
（
四
座
講
式
６
）、
写
、
真
言
、
短
〔
高
四
６
〕。

○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
遺
跡
講
式
）（
四
座
講
式
１１
）、
延
宝
八
年
（
１
６
８
０
）
写
、
真
言
、
火
短
長
持
〔
高
四
１１
〕。
○
高

野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
舎
利
講
式
）（
四
座
講
式
１２
）、
延
宝
八
年
（
１
６
８
０
）
写
、
真
言
、
火
短
延
長
持
〔
高
四
１２
〕。
○
高
野

山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
羅
漢
講
式
）（
四
座
講
式
１３
）、
延
宝
八
年
（
１
６
８
０
）
写
、
真
言
、
火
延
長
持
〔
高
四
１３
〕。
○
高
野
山
大

学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
涅
槃
講
式
）（
四
座
講
式
１４
）、
写
、
真
言
、
火
短
延
長
持
〔
高
四
１４
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
羅

漢
講
式
）（
四
座
講
式
１５
）、
写
、
真
言
、
火
長
持
〔
高
四
１５
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
舎
利
講
式
）（
四
座
講
式
１６
）、
写
、

真
言
、
火
長
持
〔
高
四
１６
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
四
座
講
式
１７
）、
写
、
真
言
、
火
短
延
長
持
〔
高
四
１７
〕。
○
高
野
山

大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
遺
跡
講
式
）（
四
座
講
式
１８
）、
刊
、
真
言
、
火
短
持
引
〔
高
四
１８
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
舎

利
講
式
）（
四
座
講
式
１９
）、
刊
、
真
言
、
短
延
持
〔
高
四
１９
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
涅
槃
講
式
）（
四
座
講
式
２０
）、
刊
、

真
言
、
火
短
延
持
〔
高
四
２０
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
（
羅
漢
講
式
）（
四
座
講
式
２１
）、
刊
、
真
言
、
火
短
延
持
〔
高
四
２１
〕。

○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
四
座
講
式
﹇
一
﹈（
四
座
講
式
２３
）
書
入
、
写
、
真
言
、
火
持
〔
高
四
２３
書
入
〕。
○
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
涅
槃

講
式
（
四
座
講
式
５０
）
後
筆
、
写
、
真
言
、
火
短
長
持
引
〔
高
四
５０
後
筆
〕

〔
付
記
〕
本
稿
で
利
用
し
た
声
明
譜
の
原
本
調
査
に
際
し
て
は
、
各
寺
院
、
図
書
館
、
研
究
室
の
関
係
各
位
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。

そ
の
ご
厚
情
に
対
し
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究

（
Ｂ
））
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

講
式
譜
本
に
お
け
る
長
短
記
号

二
七


